
を
は
じ
め
、
他
出
文
献
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧

（
和
泉
書
院
和
泉
古
典
叢
書
十
三
五
二
頁

一
九
九
九
年
三
月
本
体
価
格
三
、
○
○
○
円
）

と
併
せ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係
か
、
諸
本
の
校
異

（
な
か
も
と
・
だ
い
本
学
助
教
授
）

は
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
巻
末
に
は
人
名
・
書
名
・
地
名
索
引
も

供
さ
れ
、
充
実
し
た
校
註
が
附
さ
れ
た
の
は
有
難
い
。
そ
の
注
釈
に
は
典
拠
の
と
思
わ
れ
る
。

す
る
著
者
の
視
点
は
既
に
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
今
回
、
そ
の
本
文
が
提
機
に
、
更
に
興
味
深
い
『
曽
我
物
語
』
の
世
界
を
我
々
に
呈
し
て
く
れ
る
も

六
年
十
二
月
刊
和
泉
書
院
）
に
お
い
て
、
太
山
寺
本
『
曽
我
物
語
』
に
関
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
著
者
は
今
回
の
校
註
を
契

る
。
『
曽
我
物
語
』
諸
本
の
中
、
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
太
山
寺
所
蔵
本
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
今
回
の
著
書

を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。
前
著
『
中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
』
（
一
九
九
に
よ
り
、
そ
れ
が
徹
底
し
た
読
解
・
注
釈
と
い
う
基
礎
的
な
成
果
を
踏
ま
え

軍
記
研
究
を
基
軸
に
据
え
、
和
製
類
書
や
唱
導
資
料
な
ど
を
精
力
的
に
考
附
さ
れ
て
お
り
利
用
価
値
は
高
い
。

究
す
る
著
者
が
満
を
持
し
て
学
界
に
呈
し
た
『
曽
我
物
語
』
の
校
註
本
で
あ
思
う
に
、
太
山
寺
本
『
曽
我
物
語
』
と
の
出
会
い
は
、
著
者
の
研
究
生
活

〔
新
刊
紹
介
〕

村
上
美
登
志
校
注
『
太
山
寺
本
曽
我
物
語
』

中
本
大

七
九


